
　　　　　　　

南中学校　40周年記念事業
中庭の樹木が高木となり、蜂の巣・害虫がはびこ
り窓際の教室は劣悪な環境でした。お力をお

南中チャリティーコンサートの中止(9/11)

２０２２ 年 ９ 月 １ 日
つつじが丘自治連合会

会長   本田 卓治

９月号 えみらる

自治連合会の２０２２年度の重点課題である３特別委員会『会員特典制度検討委員会』『個人情報取扱い
検証委員会』『デジタル化推進委員会』の第１回合同会議が、８月２１日（日）市民センター多目的ホー
ルで開催されました。これらの委員会は、２０２１年度に設置された【未加入者対応特別委員会の答申】
に基づき、今年度の重点課題として２０２２年度自治連合会総会にて審議決定された委員会です。
委員会メンバーは各番町自治会より推薦された委員と自治連合会理事の33名で構成され、趣旨説明、自己
紹介の後3つのグループに分かれて、正副委員長、事務局の選出と今後の進め方について意見交換を致しま
した。各委員会とも早期の提言を纏めたいとしており、毎月1回の開催を予定してます。

※　番町自治会会員の会費について一定以上の高齢者や社会的弱者に対する会費の在り方を検討し、該当
　　者に一定の特典を付与する制度の導入を具体的に提言する。
※　自治連合会と番町自治会の事業範囲を見直し，整理統合を検討、自治連合会運営費の削減を提言する。
※　・委員長　若松政行（南３）　・副委員長　大塚晃生（北４）　・事務局　亀山優一（北１０理事）

※　現状の自治連合会・番町自治会の《個人情報の取り扱い》に関する規約・規定が関連法規や会則が正
　　しく定義されているかを検証し、新たな規定作成も含めた是正を提言する。
※　・委員長　栗木　誠（南８理事）　・副委員長　村尾嘉彦（北３）・事務局　錫村　謙（北６理事）

※　パソコンやスマホを活用した自治会活動のあるべき姿を立案し、具体的な実装事業の具現化を提言
　　し１～２年後の試験運用を目指す。
※　紙ベースの一方的情報伝達から双方向の情報交換を目指し、班長業務の負担軽減と防災活動への導
　　入をも提言したい。
※　・委員長　佐野克彦（北２）　・副委員長　仲田泰弘（南１）　・事務局　小引福夫（北８理事）
※　各委員会の討議内容や経過報告等については、適宜『広報つつじ』『ホームページ』等でお知らせ
　　してまいります　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責：　自治連合会　本田卓治

　【個人情報取扱い検証委員会】

　【会員特典制度検討委員会】

　【デジタル化推進委員会】

借りしたいとの要請によ
り、計画図の作成・業者
の斡旋などのお手伝いを
行い、８月２２日早朝よ
り伐採工事を行いました。
（総務部）伐採前 伐採後

３特別委員会　発足！！
※会員特典制度検討委員会　　※個人情報取扱検証委員会　※デジタル化推進委員会
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８月開催の「イベント」が大好評でした

ちびっ子の風船ア－ト遊７月24日・８月20日
風船ア－ト：福島美香さん協力

木工教室　８月20日・21日（木工クラブ協力）

つつじが丘自治連合会  管理部からのお知らせです。



９月中行事予定(2022) ・ 資源ごみ～△北番町    ▲南番町　 ・ 廃品回収　□北１～８　◇北９～10　■南１～８
・  ◑燃やすごみ～毎週火・金曜日   　・ ✪燃やさないごみ～毎月第１水曜日　青パト

日 自治連合会関係 各 種 団 体 等 学  校  関  係 備考
1 木 （小）ALT ■
2 金 （小）平常日課、給食開始 ◑
3 土 ・前期理事会
4 日 ・特別委員会（会員）
5 月 ◎スクエア・ステップ（南集会所） ▲

6 火 （小）外国人児童巡回相談
（小）生徒指導巡回相談

△◑

7 水 ・編集会議 （中）校内研修会  ✪
8 木
9 金 ◎きになるサロン（北集会所） （小）校内教育支援委員会 ◑
10 土
11 日
12 月 ◎スクエア・ステップ（市民センター） □
13 火 ◎おじゃまる広場 （小）折り紙 ◇◑

14 水 ・ひだまり （小）ALT、職員会議
（中）校外学習(1年生) 

15 木 ◎サロンカレー亭（南） （小）ALT
（中）校外学習(2年生) 

■

16 金 （小）学校司書、紙芝居 ◑

17 土

・後期理事会
・特別委員会（個人情報）

・特別委員会（デジタル）

・ひだまり

（小）国際交流イベント
（中）プログラミング学習（１年）　
（中）ZOOM交流（２年）
  (中)４０周年航空写真撮影 

18 日 ・青パト講習会
・ひだまり

19 月 ・民児協定例会議 　　　　【敬老の日】

20 火
（小）（中）振替休業日
（小）㈱中西金属ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ作業

◑

21 水
・ひだまり
・配食サービス

◎おにぎりくらぶ（市民センター）
（小）ALT、学力向上ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ
（中）職員会議 

22 木 （小）1～4年社会見学

23 金 【秋分の日】
（中）ＰＴＡ奉仕作業
          ４０周年中庭整備事業

◑

24 土
・ひだまり
・４役会議
・生活安全部会

25 日
・ひだまり
・防災研修（女性版）
・子ども育成委員会

26 月 ◎スクエア・ステップ（市民センター） □

27 火 ◎おじゃまる広場
（小）ALT、外国人児童巡回相談員
（小）３年ぶどう園見学

◇◑

28 水 （小）ALT、自由参観、校内研修会

29 木 （小）ALT、3年ぶどう園見学
30 金 （小）ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ、外国人児童巡回相談 ◑

◎サロンカレー亭
11時～13時   新型コロナウイルス感染状況により、
急遽中止する場合もあります。参加費１００円。

◎おじゃまる広場
１０時～１１時半
市民センター多目的ホ
ール。乳幼児が遊んで
います。ちょっと覗い
てみませんか。

◎おにぎりくらぶ
１６時～１９時 市民センター

　◎スクエア・ステップ
楽しみながら転倒・要介護予防
・認知機能向上・生活習慣病予
防を目指す楽しいエクササイズ
を実施。くつ、飲み物、運動しや
すい服装で参加。月曜日。

◎きになるサロン  
いずれも10:00～11:３0
子育て中の人もそうでない人
も誰でもどうぞ。飲食はあり
ません

新型コロナウイルス感
染状況により中止する
場合があります。



☏６８・７８００

・ブドウ糖の供給源である主食（ご飯やパン等）はきちんと食べましょう

・ビタミンB群は、豚肉等に多く含まれます。

・にんにく、ねぎ、たまねぎ等を一緒に摂るとより効果的です。

・リジンは豆類（納豆、豆腐等）や卵黄、乳製品に多く含まれています。

編集後記～直感だけではダメダメ
突然ですが、半径が約６,４００
キロメートルの地球にロープを
巻き付けました。２πrで、長さ
は約４万キロメートルです。こ

のロープを地面から1メートル浮か
せると、どれだけロープが長くなる
でしょうか？答えは、①６，２８メ
ートルです。直感ですと「たったの
６，２８メートル」と感じるでしょ
う。テニスボールに巻きつけた紐を
１メートル浮かせても、やはり６，
２８メートル長くなります。計算す
る上で半径は、全く関係がないから
です。

　さて、いよいよ自治連合会では、
会員特典制度検討委員会、個人情
報取扱い検証委員会、デジタル化
推進委員会が発足しました。もっ
と住み良いつつじにするための第
一ステップとも言えます。これも
直感では答えが出せない難しい問
題です。時間を掛けてじっくりと
見守りたいですね。（広報部）



①猿と出会ったら、どこに電話❓
市役所・環境対策室：電話63-7496
　　　電話お願い致します。
②土日祝日の場合は、どこに❓
　　市役所・宿直へ連絡をお願いします。
　　　電話:63-2110/2115

③人的被害が発生の場合の対応は❓
　まずは、環境対策室へご連絡下さい。その後、必要に応じて、
　環境対策室から関係機関に連絡させて頂きます。
④はぐれ猿の対策は❓
　多くの場合は、移動の最中で餌を与えず、刺激しなければ自然に立ち
　去ると思われますので、頭数や移動方向を教えて頂けると助かります。

　　　　
　　　
　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　
　　　　
　　　
　　　

　　　　　 　　

こんな時は、どうしますか？

■対応を要する場合は、宿直を通じて、環境対策室の休日当番へ連絡が入ります。
なお休日対応については、当番は１名であり、また出没の連絡を頂いて現地に出
向くころには、大半の場合、猿が移動しており、近隣のパトロールだけにとどま
り、十分な対応を致しかねることから、事件発生した等の緊急的な場合を除いて
は、休日明けの対応とさせて頂きます。

環境対策室

救命講習会を開催しました

８月２０日（土）２１日（日）の２日間、
４回に分けて各番町から参加をいただいた
４０人が、名張市防災センターにおいて、
名張消防署指導員の指導の下で感染防止対
策を十分にとって、コロナ禍に対応した救
命講習会を受講しました。参加者は、指導
員のユーモアを交えた説明を真剣に聞いて
積極的に質問をしていました。最初は恥ず
かしさから、確認の声が小さくジェスチャ
ーもなかったもの、慣れてくると身振り手
振りをまじえて大きな声で確認をするよう
になりました。終了後、参加者から「完全

に覚えるのは難しいが、どうすれば良いかが分かったので、必
要な場面に直面した時は慌てず対応できる自信が持て、受講し
て良かった」との感想が聞かれました。（生活安全部）

二人一組でのAEDの操作状況

胸骨圧迫訓練状況



近大高専学生による　『空き家』　　に関するアンケート結果報告　　　NO4

　　　近大高専学生による調査アンケートでは【ＮＰＯ法人生活支援センター】

　　　の3つの事業について3項目の質問をしております。

※知っている事業では

　　　　・『は～とバス』が80％

　　　　・『ねこの手』が71％

　　　　・『交流サロン』が52％

※『は～とバス』と『ねこの手』は

　利用者も多く、広報にも力を入れ

　てきた結果が出ているようだ。

※交流サロン『憩』はほとんどの利

　用者が市民センター利用者である

　ことから地域全体への広がりが十

　分でないと思われる。

※事業についての評価では

　　　　・『は～とバス』が74％

　　　　・『ねこの手』が65％

　　　　・『交流サロン』が34％

※事業についての評価では知ってい

　る者の比率から、『は～とバス』

　　『ねこの手』とも6％程度減少し

　　ている。不満足の原因は何か？

※『交流サロン』に対する評価はさ

　らに18％、減少している。PR,価格

　サービス、メニュー等更なる研究

　が必要かも？

※将来利用したい事業では

　　　　・『ねこの手』が37％

　　　　・『は～とバス』が32％

　　　　・『交流サロン』が10％

回答者の3割以上が利用したいと考え

ている事からこの2事業は継続してい

く必要があるが

※とはいっても今後も利用することは

『ない』が39％もいたことはどう考え

たらいいのだろうか？元気で自分自身

の力で解決できるから必要ないと思っ

ている人が4割もいると喜ぶべきかな？　

事業主の我々の努力不足か？
（文責：本田卓治）

交流サロン

ねこの手 交流サロン

交流サロン

は～とバス

は～とバス

は～とバス

ねこの手

ねこの手

ない

【内容は十分だと思いますか？】

【３事業を知っていますか？】

【将来、利用したいと考えている事業は？】


